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香気放出型漢方パッチ
～経皮吸収と香気刺激を融合した新しいアプローチ～

小筏 優日向（長崎大学 薬学部）

1．研究アイデアの概要
がん治療中や不安・不眠、乗り物酔いなどで生じる不
快症状の緩和を目的に、「香気成分を含む精油」と
「漢方成分」を同時に送達できるパッチを提案する。
皮膚接触時に香気を即時放出し、温度応答性高分子に
よって放出を安定化させることで、経口投与よりも負
担の少ない対症療法的ケアを目指す。

2.背景(Background)

がん化学療法中や不眠・不安などの症状は、患者の生
活の質（QOL）を著しく低下させる。従来の薬物療法
に加え、香気成分（アロマセラピー）が自律神経や情
動に働きかけることが報告されているが、精油は揮発
性が高く、放出制御が難しいという課題がある。
一方、マイクロニードル技術は痛みを伴わずに経皮か
ら薬物を送達できる方法として注目されており、漢方
成分などの天然由来成分にも応用が期待されている。
また、PNIPAMなどの温度応答性高分子は温度変化に
応じて物性が変化し、薬物や香気成分の放出を制御す
る材料として研究が進められている。

３.目的(Purpose)
本研究では、香気成分（精油）と漢方成分を併用した
温度応答型マイクロニードルパッチを開発し、貼付時
の温度変化に応答して香気を放出するとともに、マイ
クロニードルを介して漢方成分を経皮吸収させる二重
作用型デバイスを構築することを目的とする。

４.構造図(Structural diagram)
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５．利点（Merits）
①漢方の安全性
長年の利用により、安全性のエビデンスが蓄積

②漢方の揮発性成分を活かす
吸入による中枢神経系への直接作用
嗅覚を介した心理的効果（アロマセラピー的作用）
即効性と非侵襲性

③漢方のすべてを使用
精油を作る際に余った不揮発性成分を温度応答性高
分子に取り込む
→漢方を無駄にすることなく、漢方の効果を最大限
に高めることができる

④セルフメディケーションに繋がる
症状の現れを感じた時にはパッチ剤を抑え温めること
で、香気成分の放出量を増加することができる

６.先行研究との比較(Compare)

比較項目 先行研究 私のアイデア

香気成分の使用 精油を使用した医薬品
や化粧品

香気放出を即時にす
る層と持続的にする
層とで分かれている

マイクロニード
ル技術の利用

精油や揮発性オイルを
肌に届ける

漢方の不揮発性成分
の経皮吸収に用いる

(薬効成分の活用)

温度感受性高分
子の使用

PNIPAMを用いたマイ
クロニードルパッチ

香気放出補助や制御
放出

放出パターン 速い放出と持続放出を
同一パッチで制御した

もの

即時香気放出
温度で補助放出

経皮吸収

対象とする症状 主に皮膚疾患や
抗菌・抗炎症用途が

中心

内科的・中枢神経系
の症状

７.課題(Assignment)
・成分安定性の問題 ・放出制御の最適化
・製剤化の難しさ ・臨床研究不足

８.今後の展望(Future Outlook)

・精油成分を安定して封入するための改良を行うこと
・温度応答性高分子の組成を調整すること
・香気成分による嗅覚刺激と不揮発性成分による経皮
吸収の相乗効果について検証すること

・がん治療における悪心、不安・不眠、乗り物酔い
などの緩和ケア領域での臨床応用を目指していくこと
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